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劇団ひとりと劇団多数
　ヘブライ聖書に出て来る賢人（歴史を動かした人物）は常に「劇団ひとり」を演じている。これに対し「劇団多数」で登場する人々は愚人として描かれている。

　例えば、ユダヤの始祖アブラハムは常に一人で神と対話している。モーゼも一人でシナイ山に登り神の啓示を受けている。歴史の流れ（これは神の意思と言っても良い）は、ヘブライ聖書では一人の人間にしか見えない。これに対し、モーゼの登頂と下山を待っていた劇団多数の人々はモーゼの言った神のことを信用できず、皆でワイワイガヤガヤと話し合い、ブローチやネックレスを溶かして金型の牛を作ってその牛型を拝んだ方がましだと騒ぎ出した。そして、そのうちの一人（幹事長のような人物）がよく通る大きな声で「モーゼは勝手に一人で出て行ってシナイ山に登った。あんな奴の言う通りにしたら酷い目に遭う。あいつは劇団ひとりだ。あいつの言う通りしたら砂漠で何十年も彷徨う羽目になるぞ。」とアジ演説をぶった。劇団多数のユダヤ人の全員が、「そうだ、そうだ」と言い出し、モーゼが言う神など目に見えない、そんなものより皆で金の牛型を作ってそれを拝もうと決議した。

　これと同じことが現代日本にも起こっている。ヘブライ聖書は、この意味で極めて優れた歴史書であり預言書なのだ。

　劇団ひとりと言われているのは某党を離党した某政治家、モーゼの居ない間にヘブライ人に向かってアジ演説をしたのは某党総理か某党幹事長、牛の金型は２兆円のばら撒き政策、砂漠で彷徨は落選と置き換えれば、まさにピッタリではある。

　さて、ヘブライ聖書ではこの話の続きは、どうなったか？　神は、牛の金型を破壊され、牛の金型を作って拝んでいたヘブライ人全員が抹殺され、金型崇拝、偶像崇拝は一切まかりならんとなったのである。これが一神教ユダヤ教の始まりであり、これからキリスト教、イスラム教も生まれた。モーゼはユダヤ人のリーダー（政治家）としてではなく、神の意思をユダヤの人々に伝えた賢人としての第一人者としてヘブライ聖書に名を留めている。

　さて、最後に一言。ヘブライ聖書の、この「神」とは現代日本では一体「誰」又は「何」であろうか？　それとも、そのような「神」は現代日本には「存在しない」のか？　民意が神となるかは民意次第ではある。
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